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NewsRelease
 

 

 

植物の発育状況をチェック 

葉緑素計「ＳＰＡＤ－５０２Ｐｌｕｓ」新発売 

 

2009 年 10 月 8 日 

 
 コニカミノルタセンシング株式会社（本社：大阪府堺市、社長：唐﨑 敏彦 以下コニカミノルタ）は、農

作物などの発育状況の把握や追肥量の管理に役立つ、軽量・ハンディタイプの葉緑素計「SPAD(スパッ

ド)-502Plus」を、2009 年 11 月 1 日より発売致します。 

 

【商品名】 葉緑素計「SPAD-502Plus」 

【発売日】 2009年11月1日 

 

【主な特長】 

  1. 現場での測定を可能にする小型・軽量・防水タイプ 

  2. トレンドグラフの表示機能を搭載 

  3. 葉を切り取らないので、同一部分の経過観測が可能 

  

葉緑素計は、植物の栄養状態を知る上で必要な、植物の葉

に含まれる葉緑素（クロロフィル）量を SPAD 値※1 として表す計

測器です。植物の葉などに光をあてることによって、サンプル採取なしにその場で瞬時に測定することが

でき、その用途は稲の葉をはじめ、小麦、トウモロコシ、綿花、各種の野菜や果物などの農作物、さらに

は観葉植物に至るまで多岐にわたっています。 

コニカミノルタの葉緑素計は、1984 年の「SPAD-501」発売※2 以来、約 25 年にわたり、各種の農作物の

発育状況の把握や追肥量の管理に、世界中で幅広く使用されています。 

 

近年、世界的な肥料需要の拡大による肥料原料価格の高騰により、国内肥料価格も上昇していること

から、農業経営における肥料コストの低減を図るため、過剰施肥を抑制できる施肥設計の取り組みが加

速されており、葉緑素計の需要も急拡大しております。 

 

今回発売致します葉緑素計「SPAD-502Plus」は、トレンドグラフの表示機能を搭載、測定データの時

系列変化や、異常値の判断を一目で確認することが出来ます。また、グラフ画面上で異常値のデータを

削除することができ、正しいデータ平均値を表示します。 

 

また、SPAD シリーズの特長であるコンパクトなボディはもちろんのこと、重量も 200ｇと、従来品の

「SPAD-502」よりも約 10%軽量化いたしました。防水機能※3 を備えているため、雨天時の測定も可能です。

省エネ性能も高く、アルカリ単 3 乾電池 2 本で 2 万回以上の測定を可能とした、環境配慮型製品です。 

 

コニカミノルタは、常にお客様にとって “essential” な存在であり続けるために、今後も確かなセンシ

ング技術で、さまざまなニーズにお応えするソリューションを提供してまいります。 
 

※1 SPAD 値：コニカミノルタ葉緑素計の指示値。葉緑素濃度と相関があります。 
※2 葉緑素計 SPAD シリーズは、農林水産省農蚕園芸局農産課の大規模経営体土壌・作物・生産物分析システム実用化事業

-(Soil ＆ Plant Analyzer Development, 略称 SPAD)において、本事業の実施主体である(財)農産業振興奨励会、農林水産省

農業研究センター・農業環境技術研究所および都県試験研究機関等の各先生方のご指導により開発した計測器です。 
※3 水洗いや水に浸すことはできません。 
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【 葉緑素計「SPAD-502Plus」の主な特長 】 

１．現場での測定を可能にする小型・軽量・防水タイプ 
ポケットにも入るコンパクトサイズですから、戸外での持ち運びにも便利。重さはわずか 200g です。 

防まつ仕様(IPX 4)ですから、雨の中での測定も可能です。 
※水洗いや水に浸すことはできません。 

 
２．トレンドグラフの表示機能を搭載 

測定データを 30 個までメモリでき、それらの値をグラフで確認することができま

す。これによって、測定データの時系列変化や、異常値の判断を一目で確認する

ことが出来ます。 
 
 

 
３．葉を切り取らないので、同一部分の経過観測が可能 

測定したい葉(試料)を測定ヘッドにはさんで、閉じるだけで測定できます。 

葉を切り取る必要もなく、測定部分が傷むこともないので、生育過程中の同じ

葉の同じ部分を常に測定できます。 

 
 
 
 

 
 
【 葉緑素計「SPAD-502Plus」の仕様 】 
 

形式 2 波長光学濃度差方式小型葉緑素計 

測定対象 農産物（主として水稲）の生葉 

測定方式 2 波長光学濃度差方式 

測定面積 2mm×3mm 

挿入試料厚 最大 1.2mm 

挿入試料長 12mm（ストップ位置 0～6mm 可変ストッパー付） 

発光素子 LED2 素子 

受光素子 SPD1 素子 

表示 測定値：LCD デジタル 4 桁表示（小数点以下１位まで） 

測定回数：LCD デジタル 2 桁表示 

表示範囲 -9.9～199.9SPAD 

メモリ機能 最大 30 個までの測定値データメモリ可 ／ メモリデータの平均値演算表示可 

電源スイッチ 電源の ON/OFF 

測定スイッチ 校正、測定を実行（測定ヘッド閉により ON） 

平均値キー 全メモリの平均値を表示 

全データ消去キー 全メモリの消去 

データ呼出しキー メモリ値の順次呼び出し 

操作キースイッチ 

1 データ削除キー 測定値または呼び出したメモリ値の削除 
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電源 単３形アルカリ乾電池×2 本（直列） 

測定回数 20,000 回以上（新品アルカリ乾電池使用時、当社試験条件による） 

測定可能間隔 約 2 秒 

測定確度 ±1.0SPAD 以内（常温常湿にて、0.0～50.0SPAD の範囲において） 

50.0SPAD を超えると ” * ” 表示 

繰り返し性 ±0.3SPAD 以内 

再現性 ±0.5SPAD 以内 

0.0～50.0SPAD において 

（但し、試料の位置ずれは除く） 

温度ドリフト ±0.04SPAD/°C 以内 

使用温湿度範囲 0～50°C：相対湿度 85％以下（35°C のとき）、結露しないこと 

保管温度範囲 -20～55°C：相対湿度 85％以下（35°C のとき）、結露しないこと 

大きさ・質量 78（幅）×164（高さ）×49（奥行）mm、200g（電池別） 

その他 警告ブザー付き ／ 任意補正機能付き 

標準付属品 ストッパー、ストラップ、単 3 形電池（2 個）、ソフトケース、リーディングチェッカー 

● ここに記載の内容、仕様および外観は都合により予告なしに変更する場合があります。 
● ここに記載の会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 
 
 
【 お客様のお問い合わせ先 】 

コニカミノルタセンシング株式会社 

TEL. ナビダイヤル 0570-005575 
（市内電話料金でおかけ頂けます） 

 
 
 
【 ホームページ 】 
コニカミノルタホームページ            ：http://konicaminolta.jp/ 
コニカミノルタセンシングホームページ ：http://sensing.konicaminolta.jp/ 
 
 
―――――――――――――――――報道関係お問い合わせ先――――――――――――――― 

 
コニカミノルタホールディングス株式会社 広報グループ 

 TEL. 03-6250-2100 FAX.03-3218-1368 
 


